



















































































































































































































































































































































































爲る﹂と 滿座大いに笑す。事遂に罷む。〔訳文〕定通の童殿上推挙の際に、殿上では定通を任官させるべきかどうかを論議させた。源経信はその におり、戯れに﹁宇治公の牛飼い童が以前土佐の下吏になりま た﹂と言うや、満座の者は大いに笑った。くてとうとう任官は沙汰止みになった。〔語釈〕定通
　
藤原定通。一〇八五～一一一五。平安後期の公卿。藤原保実の




























































































































































































































































































主事竟に上奏することを得ず。〔訳文〕寛快は蓮華王院の道場に奉仕していた 日頃の勤めに欠勤が多かったので、寺務の管理官は毎日の帳簿の下に、 ﹁寛快参ぜず﹂と注記した。彼を懲らしめようとしたのである。寛快はそれを目にするや、筆を執って注記ごとにそ 下に、 ﹁供米 如し。供米の如し﹂と書き加えた。管理官は結局これを上奏することができなかった。︹原注︺①壇光院僧。︹書き下し文︺①壇光院の僧なり。︹訳文︺①壇光院の僧である。
〔語釈〕寬快
　


































































































































































































































































































亞相對窮す。乃ち曰く、 ﹁是れ童俗 妄言なり 何ぞ深く辨ずるに足らん﹂と。參議曰く、 ﹁下官已に言ふ。疑ふ所は淺俗の近事是に於いて滿坐大咲し、亞相
　
饌を供す。
〔訳文〕藤大納言資季は参内して源参議具氏に会うと、驕りたかぶり﹁あなたの尋ねることで答えられないものはありません﹂と った。参議は﹁必ずしもそういうことはありま まい﹂ 答えた 大納言は﹁とりあえず試しに質問してご覧なさい﹂と挑発する 、参議は﹁私は年少のため、まだ学芸を習得して おりませんので 人倫五常の道については敢えて質問致 ません。ただ卑近の俗事だけは一つ 二つ質問したく存じます﹂と話した。 は﹁さらにたやすいことです﹂述べた。周囲の人が﹁この争いもまた一つの座興です いっその帝の御前で行 、負け 方 罰と て供御を用意なされ ら かがでしょうか﹂と提案した。両者はそ 勧め 従った。そ で参議は顔つきを正して﹁幼少より久しく耳馴染んでおりながら、ま その意味を把握していない言葉があ ます ﹃むまのきつ やう、き に を
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きつのにのをか、なかくぼれいりくれんとう﹂のこと 鎌倉時代の辞書﹃名語記﹄には童 遊び歌の一節として紹介されている（稲田利徳﹁ ﹁むまのきつりやう云々﹂は謎々かー﹁徒然草﹂第百三十五段をめぐって﹂ ﹃徒然草論﹄二〇〇八年十一月
　
笠
間書院） 。この謎語の解釈について 諸説あり 江戸時代の伴蒿蹊は﹃閑田耕筆﹄に以下 解き方 記している ﹁むまのきつ﹂とは﹁むま﹂を﹁退
の
きつ﹂ （除く）こと、 ﹁なかくぼれいり﹂








































〔訳文〕盛親僧都が、ある を見るや、急に注視して﹁しろうるり﹂と呼びなした。ある人は﹁それはいかなる物ですか﹂と尋ねた。盛親が言うには﹁私にもわかりません。もしそんなものがあったとし ら、この僧の顔にきっと似ている ずでしょう﹂と。
〔語釈〕僧都盛親
　﹁後宇多院御灌頂記﹂に、権少僧都盛親の名が見えるが、
不詳。 ﹃徒然草﹄第六十段に﹁真乗院に、盛親僧都とてやむごとなき智者有けり﹂とある。
白迂瑠璃
　﹁白﹂は白。 ﹁迂瑠璃﹂は未詳。白瓜は白くのっぺりとして、
目鼻のついたようなお化けと考えられたか。典拠﹃徒然草﹄第六十段には﹁しろうるり﹂とある。
〔典拠〕﹃徒然草﹄第六十段。
（山中
　
明）
